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新しいプロトコルスタックやアプリケーションソフトウェアなどがインターネット上に導入される
場合には，事前にインターネットに近い環境でその実装の機能やスケーラビリティの検証が行われる
ことが望ましい．そこで，規模および機能面で実際のインターネットに近い検証・実験環境を提供する
ために，我々は実インターネットを模倣したネットワーク環境（模倣インターネット）をネットワーク
テストベッド上に構築する手法を開発した．デモンストレーションでは，持ち込んだ数台の PC サー
バからなるテストベッド上に，我々の構築手法を用いて，模倣インターネットのうち，AS間のトポ
ロジを模倣した模倣 AS間ネットワーク環境を構築する．

1 はじめに

新しいプロトコルスタックやインターネット規模
のアプリケーションソフトウェアのスケーラビリティ
などを検証するためには，実装を用いた実験が可能
な大規模な検証環境が必要となる．しかし，実際の
インターネットを用いた実証実験では，検証のため
の操作や観測を行うことが困難であり，適している
とは言えない．
これに対し，ネットワークテストベッドでは，実
証実験とは異なり，大規模なネットワークトポロジ
上での検証の際に，必要な操作や観測が可能である．
しかし，実際に大規模なネットワークトポロジをテ
ストベッド上で構築し，実験を行うのは，実験実行
者が大量の実験ノードを管理・運用せねばならず，困
難である．そこで，我々はインターネットのトポロ
ジを模倣し，実装を用いた大規模な実験が可能な模
倣インターネットを提案する．

2 模倣インターネット

模倣インターネットの最初の目的は，インターネッ
ト規模のアプリケーションソフトウェアやプロトコ
ルスタックを検証可能とするために，インターネッ
トの AS間ネットワークトポロジを模倣することで
ある．我々は，Anybed[1]と XENebula[2]を用いて
StarBED[3] 上に模倣 AS 間ネットワークを構築す
るプロトタイプシステムを開発した．我々はプロト
タイプシステムを用いて，JPNIC (Japan Network
Information Center) に登録されているすべての日
本の IPv4の AS（449AS）からなる AS間トポロジ
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図 1: デモンストレーションのイメージ

を物理ノードを用いて模倣することに成功した．ま
た，CAIDAの AS Relationshipのデータ [4]の上位
10,000ASを XENによる仮想化を用いて，120台の
物理ノード上で模倣することにも成功した．
デモンストレーションでは，実際に数台のPCサー

バを持ち込み，その上で模倣 AS間ネットワークを
構築する．
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